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1.村上市の下水道事業の現状（令和4年度の状況）

財務指標評価レポート－サマリ

県内各市 県内各市の平均

自己財源以外への依存度が課題となっており、今後は繰入金や補助
金、企業債等に依存しすぎない運営が必要になると推測されます。
必要に応じて、今後の財政計画・投資計画を見直し、適切な計画で
あるかどうか等の検討を行う必要があると考えられます。

個別の指標でみると、以下が強みの指標となっており、
 有形固定資産 減価償却率（％）
 職員1人あたりの有収水量（千㎥/人）

反対に、以下が弱みの指標となっている。
 水洗化率（％）
 企業債残高対 事業規模比率（％）
 繰入金比率（％）
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（1）県内各市との経営指標の比較 (1/4)（すべての事業合計）

1.村上市の下水道事業の現状（令和4年度の状況）
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（1）県内各市との経営指標の比較 (2/4)（公共下水道事業）

1.村上市の下水道事業の現状（令和4年度の状況）
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（1）県内各市との経営指標の比較 (3/4)（特定環境保全公共下水道事業）

1.村上市の下水道事業の現状（令和4年度の状況）
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（1）県内各市との経営指標の比較 (4/4)（農業集落排水施設事業）

1.村上市の下水道事業の現状（令和4年度の状況）
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（2）個別排水施設事業の経営比較分析表

1.村上市の下水道事業の現状（令和4年度の状況）
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 県内他団体と比べ、使用料水準が低い
 使用料収入約８億円に対し、営業費用33億円、うち維持管理費だけで約10億

円ある
 収入の多くを繰入金に頼っている。繰入金の合計が約30億円であり、このうち基準

外繰入金が13億円である
 県内他団体と比べ、水洗化率が低い

 水洗化率は約78%である

収支の状況

 事業規模と比較して企業債残高が大きい
 企業債の元金償還負担額が35億円である

債務の状況

 処理施設の規模が需要量と比較して大きく、施設利用率が低い
 施設利用率が50%を割っている

施設の状況

（3）識別した課題の確認

1.村上市の下水道事業の現状（令和4年度の状況）


